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電話 050-5540-0860   
メール houkatsu@tokiwagi.org 

調布市地域包括支援センターときわぎ国領 

みまもっと便り 2026 年 秋号 

調布市地域包括支援センターときわぎ国領 
 

所在地〒182-0022 国領町7-32-2 デュスモン国領 101  

開所時間月曜日～土曜日 9 時～18 時 

※開所時間以外の時間及び日曜日は転送電話対応 

担当地域 

布田５～６丁目、多摩川６～７丁目、染地、国領町６～７丁目 
（布田小・杉森小・布田小学校区） 

 

 

地域包括支援センターは市からの委託を受けた法人が運営する、高齢者とご家族のための総合相談窓口です。 

社会福祉士や保健師、主任介護支援専門員等の専門職が皆様のお困りごとに対し相談支援を行っています。 

介護・病気・健康のこと、認知症のこと、毎日の生活でお困りのことがあればお気軽にご相談ください。 

 

田中 
副センター長 

（社会福祉士） 

小嶋 
見守りネットワーク担当 

（社会福祉士） 

細谷 
センター長 

（主任介護支援専門員） 

道脇 
認知症地域支援推進員 

（社会福祉士） 

中浜 
介護予防プランナー 
（社会福祉士） 

丸山 
介護予防プランナー 
（社会福祉士） 

本多 
介護予防プランナー 
（社会福祉士） 

石丸 
介護予防担当 
（看護師） 

最新情報は Instagram 

をチェック！ 

生活・病気・介護のこと、家族や近所の方・友人のこと、ぜひご相談ください。 

地域包括支援センターときわぎ国領 Instagram 
 

当センターが主催するイベントのご案内や 

地域情報、イベント開催報告などの情報を 

Instagram でも発信しております。 

ぜひフォローやいいね！をお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 第１回地域ケア会議「家族介護者の想い・決断～看取りに向き合う～」開催 

7/15「家族介護者の想い・決断～看取り

に向き合う～」をテーマに地域ケア会議を

たづくりにて開催しました。末期がんのご

家族を最期まで看取られた方の体験談を

聞き、グループワークでは地域関係者と

医療介護の専門職が看取りに対する想い

やケアについて活発な意見交換を行いま

した。本人や家族の気持ちに寄り添うこと

や、専門職間の連携の大切さを強く感じ

る貴重な機会となりました。 

 

 

ケアラーカフェ in 染地 ぜひお越しください！ 
 

 

 
地域包括支援センターときわぎ国領  電話 050-5540-0860 
   

高齢者福祉実践研究大会「アクティブ福祉 in 東京’26」で優秀賞受賞！ 

シティテラス多摩川で認知症サポーター養成講座を開催 

 

 

 

8/29 多摩川住宅ホ号棟建て替えで誕生した新しいマンショ

ン「シティテラス多摩川」にて、初めて『認知症サポーター養成

講座』を開催し住民の方 30 名に参加いただきました。参加者

から「自分事としてとらえて認知症に備えたい」「近所の人など

心配な方がいたら包括や警察等に早めに繋げたい」「認知症と

思われる方がいたらできる範囲で声をかけたり、 

話を聞いてあげたい」といった素敵な感想が聞か 

れました。今後もこのような機会を定期的に作り、 

住民の皆様に役立つ情報提供と見守り支え合える 

地域づくりに寄与していきたいです。 

9/29 第 21 回高齢者福祉実践研究大会「アクティブ福祉 in

東京'26」が開催され、当包括の小嶋職員が実践発表した『地

域包括支援センター職員の語りから紐解く 10 年超の職務継

続要因』が優秀賞をいただきました。昨年の同大会に続き、2

年連続の受賞です。 

調布市内の包括で 10年以上勤務している職員 13名にインタ

ビューを行い、仕事を長年継続できた要因を解き明かしてい

くという内容です。高い評価をいただきとても嬉しく光栄で

す。これからも地域住民の皆様にとって心強い存在であれる

よう引き続き邁進してまいります。 

調布市認知症サポート月間のイベントが開催されました 

9/4 昨年、高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉 in 東京

‘25」で優秀賞をいただいた『わたしの想い』プロジェクトの実践

が「関東ブロック老人福祉施設研究大会」に推薦され、道脇職員と

小嶋職員が東京代表として実践発表を行いました。貴重な機会、

胸を張って発表してまいりました！ 

 

2 年連続 

3 回目！ 

関東ブロック老人施設研究総会に出場！ 

たづくりでの作品展 恩蔵絢子先生の講演会 

※『わたしの想い』とは、地域で生活されている認知症の方、

家族介護者、家族を亡くされた方同士で対談を行いこれまで

に３冊作成し発信しております。なかなか知ることのできない

当事者の想いにぜひふれてください。 

 
インターネット上の『note』にも載しておりブログ形式で読む

ことができます。QR コードからアクセスしてください。 

 

調布警察署 042-488-0110 

 

9/21 の「世界アルツハイマーデー」にちなみ、調布市では毎年 9 月を「認知症サポート月間」 とし、

今年も様々なイベントが行われました。市と包括の認知症地域支援推進員が中心となり、家族介護の

経験者で脳科学者の恩蔵絢子先生の講演会や、認知症当事者・家族・支援者による作品を文化会館

たづくりエントランスに展示した作品展を開催しました。 
 

認知症に関するお問い合わせやご相談、また市が発行している「認知症ガイドブック」を 

ご所望の方はお気軽に地域包括支援センターへご連絡ください。 

 

 

毎月第３月曜 

13：３０～ 

参加無料 

申込不要 

家族介護者が集いおしゃべりする場「ケアラー 

カフェ in 染地」を染地地域福祉センターで開催 

しています。家族介護の経験のあるボランティア 

や当包括職員があたたかくお待ちしております。

小物づくりや勉強会を行うこともあり、関心のあ

る方、お話したい方、気分転換したい方、どなた

でもお気軽にお越しください！！ 

 


